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高 圧 下 の 融 解 現 象
東工大 ･エ材研 尾 崎主義,冶
融解温度の圧力依存性は高圧物理学の分野を招いたBrid-gmanの膨大な実験
中でもかなりの竜を持って研究さM C(.1)融解温度はClaPeyTOn-Clausius









たo咽.1.)これに閲して(,:i,I)耶 てIE三.か敵相の圧縮率を 170.Kb迄 測 ■定しているo 無
機化合物で最大融解温度を示す物質がKNO 3 ,KNO 2 ,NaCI03 等で知られ








(1) P.W.Bridgman."TheJPhysicsofHigh･Pressu.ro ll (Lond_on)
G.Bell& sonsLta.1958).
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函2.P王鶴 SU和 (A叩 )
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のⅩ線か ら得 られた情報か ら融点
に近い液体では相当に固体に類似
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pi-(潔 )T-T(静 v-p-T･憲 一p
上式によって計算された -Piを表 1に示した｡一般に Piは外圧Pの増加と共
に少しづつ減少し,応とαの性質か らあるPの値からは急激に減少する｡
KN03 の低温での挙動は一般的であるが,高温では圧力と共に増加し異常であ
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介と推論とについて述べ られfI ｡ 普通の物質は圧力を増大ぎせ考と融点が上が
る｡ しか し,水, si,G･e ,メ イヤモンド,活字合傘では圧力を増大す､ると融
点が下がる､gこの二つの現象は普通別々の現象とされているが,｢つの Tm ～
P曲線の部分ではないだろうか｡実際, Rb において昼 Tm ～ P曲線 (縦軸
Tm,･横軌 P )は小さなPのときはPと共に Tm;が増し,或る点で山を持って,






くつかのLLlを持つ ものもある｡ Cs では Tmが谷をもち,電気抵抗は一つq)階
段的な山をもつが,こ･れは相変化を表わすものであり., 5cL電子が6S.へ移る
現象であるかも知れない｡
その後,能知紀台 (阪大基礎工 )はLindemannの理論と Tmの maX〝車の
関係をアルカI)金属を王として論じた｡
松田は引力のない或るポテンシァルで固体,液体の相変北 があるとするとき,


















1次元,2次元ではこの膚類 の議論は通用しないにちがいないが (1次元で は額





(戸 田 感 触 )
アルカリ金属における融解限度の圧力効果
阪大基礎工 能 智 紀 台
最近固体に圧力Pをかけてゆくと融解温度 Tmが極大値を持つ実験が報告さ




= ･γ ･; (1)







である｡ここで は ion coreは固いものとして,円 こより変ち な恥と仮 定する.
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